
　ゴールデンウイークの恒例イベントとなっている、わくわくキッズフェスティバルがハッピ
ネス・ヒル・幸田で開催されました。今年は前日に雨が降ったため、ステージイベントは町民
会館つばきホールで行われました。幸

しあわ

戦
せ ん

隊
た い

コウタレンジャーショーでは、昨年の流行語にちな
んだテーマを取り上げ、ショーの後には「インスタ映え」する写真撮影コーナーが設けられま
した。そのほか、子どもはもちろん、「大人も一緒に楽しめるイベント」が盛りだくさんでした。

　坂崎小学校のふれあい農園で、５年生の児童が田植え体験をしました。真っ直ぐに張られた
ひもを目印にして、２～３本の苗を田んぼの中に植えていきました。途中で尻餅をついて泥だ
らけになってしまった子もいましたが、そんなのお構いなし。植えた苗は９月中旬に稲刈りを
します。収穫されるお米は全部でおよそ180㎏にもなるそうで、全校児童で食べる予定です。

①「インスタ映え」コウタレンジャー記念撮影　②キッズダンス　③人気のキッチンカー
④ふわふわ遊具　⑤折り紙教室　⑥キッズダンス　⑦大道芸

▲一列になって植えていきます ▲どっちが先に植えられるか競争だ！

① ②

③

⑥

④ ⑤

⑦
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わくわくキッズフェスティバル

坂崎小学校　田植え体験

親子で一緒にワクワク！

元気なお米に育ってね
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　町内の中学校運動部が参加する、中学校春季体育大会が開催されました。町内の３中学校と
幸田町弓道場を会場として、団体８種目13競技、個人４種目12競技で熱戦が繰り広げられまし
た。選手や応援する生徒など、各学校が一丸となって戦い抜きました。総合優勝は北部中学校
が輝きました。

　東海地区で唯一、幸田町だけで栽培されている温室モモの収穫が、５月下旬から始まりま
した。ハウス内で温度管理をしながら栽培をすることで、露地モモと比べて１カ月早く収穫
することができ、町の特産品となっています。田

た

境
きょう

義
よ し

弘
ひ ろ

さんのハウスでは、収穫期におよそ
２万５千個が採れます。田境さんは「誰でも作れるものではないものを作りたい」との思いで
温室モモ作りを始めたそうです。このモモは主に名古屋などへ出荷されます。

▲笑顔で収穫する温室モモ農家の田境さん ▲収穫した温室モモをきれいに並べます

広
報
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
63
）5
1
3
2

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
63
）5
1
3
9

E-m
ail:kikakujoho@

tow
n.kota.lg.jp

中学校春季体育大会

温室モモの収穫

学校が一丸となって真剣勝負！

旬の味をいち早くお届け
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　町内の６小学校区で運動会が開催されました。徒競走や綱引きなどのほか、音楽に合わせた
表現運動や組体操など、この日に向けて練習してきた成果を出し切ろうと、一生懸命な子ども
たちの姿が見られました。また、区対抗の競技では、区ごとで団結し、闘志を燃やして競いま
した。

　坂崎保育園でサイエンスショーが行われました。ペットボトルロケットや、風船を空中に浮
かばせる実験、袋で作った巨大なクジラのお散歩などが披露されました。このサイエンスショー
を開いている生

い の ち

命の海科学館の職員は「身近にある物を使うことで、自分もやってみたいと興
味を持ってもらいたい」と話してくれました。

▲風船を空中に浮かばせる実験 ▲実験にびっくりする園児

①徒競走（幸田小）　②③表現運動（幸田小・豊坂小）　④大玉送り（中央小）
⑤マーチング演奏（荻谷小）　⑥むかで競争（中央小）　⑦綱引き（荻谷小）　⑧ジェンカ（荻谷小）

① ② ③

⑥

④

⑤

⑦ ⑧

＊今回の取材先は幸田小、中央小、豊坂小、荻谷小でした。
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小学校区運動会

坂崎保育園　サイエンスショー

練習の成果を出し切るぞ！

身近にある物でびっくり実験！
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　幸田町少年少女発明クラブ開講式と第１回講座を愛知工科大学で開催しました。町内の小学
４年生から６年生48人のクラブ員で活動を始めました。第１回講座は、ＮＰＯ法人三河サイ
エンスネットの尾

お

㟢
ざ き

勝
まさる

さんが講師となり、紙コップやタコ糸など身近にある物を使って何が作
れるか発想力を育む講座をしました。

　防災広場で消防団による春の総合訓練（競錬会）を開催しました。機械器具の取扱いと消防
操法の基本について、４つの部門で優勝を目指し日々の訓練成果を発揮しました。当日は、多
くの町民が応援に訪れ、地域防災のため頑張る消防団員に熱い声援を送りました。総合優勝に
輝いたのは第４分団でした。団員は、「チームワークとコミュニケーションが功を奏し優勝で
きた」と振り返っていました。結果は以下のとおりです。
総合優勝　第４分団　準優勝　第１分団

（各部門）階梯操法の部１位　第４分団　小型ポンプ実戦操法の部１位　第４分団
　　　　・ポンプ車実戦操法の部１位　第１分団　　合同実戦操法の部１位　第１分団

▲どんなものを思いついたかな？ ▲開講式の参加メンバー

①～③階梯操法　④点呼する団員　⑤～⑦実戦操法　⑧総合優勝の第４分団

① ② ③

⑥

④

⑤

⑦ ⑧
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幸田町少年少女発明クラブ開講式

消防団　春の総合訓練

集え！　未来の発明家たち

日々の訓練の集大成！
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